
1/3 2025 一級 構造 

令和７年４月１日施行 脱炭素大改正による教材の訂正等 No.５ 

〔構造 項目別・年度別問題集〕 
2025年2月23日 

2025年目標 ＴＡＣ 一級建築士講座 

・構造 項目別問題集の追加訂正は次表のとおりです。 

日付 頁 誤 正 

2/23 

P499 

No.776解説 

…上限５倍… …上限７倍… 

P517 

No.846解説 

3. 適当。壁倍率５を上限とし、… 

4. 適当。壁倍率５を上限とし、… 

3. 適当。壁倍率７を上限とし、… 

4. 適当。壁倍率７を上限とし、… 

（補足）1.2.の筋かいのみを用いた場合の

壁倍率の上限は５のままです。 

 

・構造 年度別問題集の訂正等は次表のとおりです。 

日付 頁 誤 正 

2/23 

P42  No.17解説 肢1 …階数２、… …階数３、… 

P42  No.17解説 肢2 …「ルート１-２」とする場合… …「ルート１-２、１－３」とする場合… 

P114 No.10問題 肢2 …壁倍率5.2として存在壁量を算定する。 …壁倍率５として存在壁量を算定しなけれ

ばならない。 

P140 No.10解説 肢2 【３ページの※１を切り貼りしてください】 

P145 No.15解説 肢3 …（「１－１」と「１－２」がある）… …（「１－１」、「１－２」、「１－３」がある）

… 

P199 No.18解説肢1･2 【３ページの※２を切り貼りしてください】 

P243 No.９解説 ℓ１ H12告示第1352号… S56告示1100号に基づく… 

P295 No.９解説 肢4 …上限５倍… …上限７倍… 

P296 No.10解説 肢4 【３ページの※３を切り貼りしてください】 

P303 No.18解説 肢1 …（１－１と１－２がある）… …（１－１、１－２、１－３がある）… 

P358 No.18解説 肢1 …１-１、１-２では、… …１-１、１-２、１-３では、… 

以上のとおり、訂正をお願いいたします。 
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※１　年度別問題集への切り貼り用

14AR0410 
解説 正答──２ 
1. 適当。耐力壁のバランスをチェックする４分割法において、壁量充足率は、

各側端部分（図のＸ①、Ｘ②、Ｙ①、Ｙ②）のそれぞれについて、存在壁量

を必要壁量で除した数値である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 不適当。筋かいと面材を併用した軸組の壁倍率は上限７倍として、それぞれ

の和とすることができる。壁倍率1.5の筋かいを入れた軸組に、面材の壁倍

率3.7の構造用合板を併用した場合、耐力壁の壁倍率は5.2（1.5＋3.7）とな

る。 

3. 適当。地震力による必要壁量は、各階の床面積(㎡)に建築物の階数及び階、

並びに屋根の材料などにより決まる係数(㎝/㎡)を乗じて求める。したがっ

て、同一階では張り間方向、けた行方向とも同じ数値となる。なお、風圧力

による必要壁量の算出において、見付面積に乗ずる数値は、建築物の階数や

階には関係しない。 

 

 

 

 

 

 

4. 適当。風圧力に対して必要な耐力壁の壁量の算出において、見付面積に乗ず

る数値は、建築物の階数や階には関係なく、「特定行政庁が指定する強風区

域」以外の「一般区域」では、50㎝/㎡である。 

軽い屋根重い壁
重い屋根

スレート

1115 29

15

46

34

18

瓦

33

21

50

39

24

※２　年度別問題集への切り貼り用
 14AR0318 

解説 正答──２ 
1. 適当。鉄骨構造において、層間変形角の確認は「ルート１－１」、「ルート１

－２」では不要であるが、「ルート１－３」では必要である。剛性率の確認

は「ルート１－１」、「ルート１－２」及び「ルート１－３」全て不要である。

偏心率の確認は「ルート１－１」では不要であるが、「ルート１－２」、「ル

ート１－３」では必要である。 

2. 不適当。耐震計算ルート「１－２」、「１－３」では、梁の保有耐力横補剛が

必要である。なお、「ルート１－１」では、スパンが短く、細長比が小さく、

横座屈おそれが少ないため、梁の保有耐力横補剛は不要である。耐震計算ル

ート「１－３」もルート「１－１」同様にスパンが短いが、高さ16ｍまで建

築が可能で部材に生じる応力が大きくなるため、変形性能確保の条件として

梁の保有耐力横補剛は必要である。 

3. 適当。耐震計算「ルート２」では、筋かいの水平力分担率βに応じて、地震時

の応力を割り増して許容応力度計算を行う必要がある。 

4. 適当。耐震計算「ルート３」において、構造特性係数Ｄs は、柱・梁の幅厚比、

筋かいの細長比、筋かいの水平力分担率によって決定され、柱梁接合部パネ

ルの耐力を考慮する必要はない。なお、柱梁接合部パネルは、地震時に大き

なせん断力を受け、柱や梁よりも先行して降伏するが、降伏後も剛性は大き

く低下せず、柱や梁が降伏してから最大耐力に達する。このため、接合部パ

ネルの降伏は考慮せず、柱や梁の降伏時をもとに架構の耐力を検討してよい。 

※３　年度別問題集への切り貼り用

14AR0110 
解説 正答──２ 
1. 適当。構造耐力上主要な柱の所要断面積の１/３以上を欠き取る場合は、そ

の部分を添え板ボルト締め等で補強しなければならない。 

2. 不適当。1.5㎝×９㎝の木材は、引張力のみを負担できる筋かいである。な

お、圧縮力を負担する筋かいは、厚さ３㎝、幅９㎝以上とする。 

3. 適当。床組、小屋組は、水平力を軸組に伝えるために、構造用合板張り、隅

角部の火打材、振れ止めなどにより、強度と剛性を有する構造としなければ

ならない。ただし、構造計算によって構造耐力上安全であることを確かめた

場合は、これらを省略することができる。 

4. 適当。構造耐力上主要な柱の小径は、次式から計算することができるが、国

土交通大臣が定める基準に従った、座屈を考慮した構造計算による場合はこ

の限りではない。 

d
h

≧0.027＋22.5×
Wd
h2

 

d  ：柱の小径（㎜） 

h  ：横架材間の垂直距離（㎜） 

Wd：当該階が負担する単位面積当たりの荷重（Ｎ/㎡） 

 


